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謹んで新年のお慶びを申し上げます
農 業 委 員 会 委 員 一 同

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

清
々
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
た

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

農
家
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
よ

り
農
業
委
員
会
の
活
動
の
推
進
に
あ
た
り
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
市
農
業
の
発
展
に
努
力
し
て

ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
今
の
農
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
高
齢
化
や
後
継
者
不
足

に
よ
る
担
い
手
の
減
少
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
や
異
常
気
象
な
ど
の
天

候
不
順
、
そ
し
て
関
税
を
原
則
撤
廃
と
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
交
渉
参
加
に
向

け
た
議
論
も
大
詰
め
を
迎
え
、
日
本
お
よ
び
地
域
の
農
業
が
大
変
な
危

機
に
直
面
し
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
今
、
規
制
改
革
の
流
れ
の
中
、
農
業
委
員
会
制
度
の
抜
本
的

な
改
革
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
の
公
選
制
か
ら
首
長
の
選
任
制
へ
の
移
行
、
農
業
委
員
の

定
数
を
削
減
し
、
ま
た
農
業
者
・
集
落
の
声
を
行
政
・
施
策
に
反
映
す

る
た
め
、
農
業
者
の
公
的
代
表
機
関
と
し
て
行
う
建
議
を
法
律
規
定
か

ら
除
外
す
る
等
が
主
な
内
容
で
す
。

　

私
ど
も
20
名
の
農
業
委
員
は
、
地
域
の
相
談
役
と
し
て
、
農
家
と
行

政
の
か
け
橋
と
し
て
の
役
割
を
一
層
強
く
認
識
し
、
本
市
農
業
の
未
来

が
明
る
い
も
の
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
益
々

の
ご
発
展
を
祈
念
し
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

三橋会長
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 【
利
用
状
況
調
査
】

　

平
成
20
年
度
よ
り
、
農
業
委
員
会
お

よ
び
農
政
課
が
一
体
と
な
っ
て
市
内
全

域
の
耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て
一
筆
ご
と

に
把
握
調
査
を
実
施
し
、
平
成
23
年
度

か
ら
は
、
耕
作
放
棄
地
と
農
地
の
違
反

転
用
を
防
止
す
る
た
め
、
８
月
か
ら
11

月
に
か
け
て
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
月
間

（
農
地
法
第
30
条
に
基
づ
き
実
施
）
と

し
て
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 【
利
用
意
向
調
査
】

　

調
査
後
、
耕
作
放
棄
地
と
遊
休
化
の

お
そ
れ
の
あ
る
農
地
を
把
握
し
た
場
合

に
は
、
そ
の
所
有
者
を
対
象
に
「
利
用

意
向
調
査
」
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

市
内
の
耕
作
放
棄
地
は
、
平
成
24
年

度
35
・
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
平
成
25
年
度

は
36
・
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
増
加
し
て
い

ま
す
。
高
齢
化
・
後
継
者
の
減
少
、
非

農
家
へ
の
相
続
や
農
地
法
の
許
可
を
条

件
と
し
た
仮
登
記
に
よ
り
、
相
当
の
間

農
地
が
転
用
さ
れ
な
い
ま
ま
耕
作
が
放

棄
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
も
要
因
と
し
て

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

耕
作
放
棄
地
が
増
え
る
と
、
雑
草
の

繁
茂
、
害
虫
の
発
生
、
種
子
の
飛
散
、

火
災
の
恐
れ
な
ど
が
あ
り
、
周
り
の
環

境
に
様
々
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
こ
の

た
め
耕
作
放
棄
地
の
周
辺
住
民
か
ら

は
、
毎
年
、
多
く
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
数
は
年
々
増
え
て
い
る

状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
苦
情

が
寄
せ
ら
れ
る
と
、
そ
の
都
度
、
現
地

を
調
査
し
文
書
な
ど
で
適
正
管
理
の
お

願
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
耕
作
を
や
め
て
数
年
を
経
た

農
地
は
、
そ
の
原
型
を
失
う
ほ
ど
に
荒

れ
て
し
ま
い
、
耕
作
を
再
開
す
る
た
め

に
は
大
変
な
負
担
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

皆
様
に
と
っ
て
も
大
切
な
農
地
で
す

が
、
適
切
な
管
理
を
行
っ
た
農
地
は
周

辺
環
境
に
も
良
い
影
響
を
与
え
ま
す
。

一
緒
に
な
っ
て
適
正
な
農
地
を
守
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

 【
耕
作
放
棄
地
の

発
生
要
因
】

 【
耕
作
放
棄
地
が

与
え
る
影
響
】

農業委員による
「農地パトロールの様子」

農
地
の
適
切
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。
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　下段の、資格要件、提出期限、提出方法・提出先の確認をしていただいたうえ、提出

をお願いします。

　これは、「農業委員会委員選挙人名簿」に登載するために必要となります。

　昨年同様、郵送でお送りしています。

　この申請の提出がない場合、選挙資格があった場合でも、農業委員選挙に投票ができ

なくなりますのでご注意ください。

　また、登載資格のある方で申請書が届いていない場合は、農業委員会事務局までご連

絡ください。

資格要件

１．市川市に住所（在住）のある方

２．年齢が満20歳以上（平成６年４月１日までに生まれた方）

３．�10アール以上の農地を耕作している方、若しくはその方と同居している親族や配偶

者の方で、一年を通して従事日数が60日以上の方

提出期限

平成27年１月10日（土）

提出方法・提出先

１．同封の返信用封筒で郵送してください。
２．持参される方は、農業委員会事務局までお願いします。
（市役所出先機関への持参はご遠慮ください。）

農業委員選挙人名簿登載申請書を
提出をお願いします
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農
地
の
賃
借
権
の
相
続
は
、
農
業
委

員
会
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
や
農
家
の

情
報
等
に
つ
い
て
、
農
家
基
本
台
帳
で

管
理
し
て
い
ま
す
。

　

農
地
の
賃
借
権
は
一
つ
の
財
産
で
あ

り
、
賃
借
人
（
旧
小
作
人
）
が
死
亡
す

る
と
相
続
さ
れ
ま
す
。
農
家
基
本
台
帳

等
の
名
義
の
変
更
は
、
相
続
人
か
ら
の

届
出
に
よ
り
台
帳
を
修
正
し
て
い
ま
す

の
で
、
農
地
の
賃
借
権
を
相
続
さ
れ
た

方
は
、
必
ず
届
出
を
す
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

・
賃
借
人
（
旧
小
作
人
）
変
更
届
出
書

・
遺
産
分
割
協
議
書

・
相
続
関
係
を
証
す
る
書
面

　

�

（
被
相
続
人
の
出
生
か
ら
死
亡
ま
で

の
一
連
の
戸
籍
謄
本
、
及
び
法
定
相

続
人
の
戸
籍
謄
本
等
）

・
法
定
相
続
人
の
印
鑑
証
明
書

・
相
続
関
係
説
明
図

・
委
任
状
（
代
理
人
が
届
出
す
る
場
合
） 

・
そ
の
他
必
要
書
類

　

添
付
書
類
に
不
足
、
印
も
れ
等
が
あ

る
と
受
理
で
き
ま
せ
ん
。

　

ご
不
明
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
農

業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
相
続
、
時
効
等
に
よ
り

農
地
の
権
利
を
取
得
し
た
場
合

も
、
法
務
局
へ
の
所
有
権
移
転
登

記
の
ほ
か
、
農
業
委
員
会
へ
の
届

出
も
必
要
で
す
。

　

全
国
農
業
新
聞
は
、
全
国
農
業
会
議

所
が
発
行
し
て
い
る
農
家
の
た
め
の
情

報
誌
で
す
。

　

農
家
の
生
活
に
密
着
し
た
内
容
で
、

農
業
に
関
す
る
最
新
の
情
報
を
わ
か
り

や
す
く
解
説
し
て
お
届
け
し
て
い
ま

す
。

　

毎
週
一
回
金
曜
日
発
行
、
購
読
料
月

額
６
０
０
円
（
送
料
込
み
）
購
読
を
ご

希
望
さ
れ
る
方
は
農
業
委
員
会
事
務
局

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
電
子
版

も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
全
国
農
業
新

聞
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。（
全

国
農
業
新
聞
ホ
ー
ム
ペ
ジ
か
ら
購
読
の

申
し
込
み
も
で
き
ま
す
。）

　

農
業
者
年
金
は
次
の
特
徴
が
あ
り
ま

す
。

一
．�

農
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
は
誰

で
も
加
入
で
き
ま
す
。

二
．�

少
子
高
齢
時
代
に
強
い
年
金
で
す
。

三
．�
保
険
料
は
自
分
で
選
べ
て
、
見
直

し
が
で
き
ま
す
。

四
．�

終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証
が

あ
り
ま
す
。

五
．�

税
制
面
で
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

六
．�

一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
に
は
、

保
険
料
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。

　

�

お
問
い
合
わ
せ
は
、
農
業
委
員
会
事

務
局
若
し
く
は
Ｊ
Ａ
い
ち
か
わ
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お

知

ら
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編
集
後
記

　

先
日
、
横
浜
市
へ
の
研
修
視
察

会
に
参
加
を
し
ま
し
た
。
参
加
さ

れ
た
方
々
は
、
地
元
の
農
業
関
係

者
の
方
と
活
発
に
意
見
を
交
換
す

る
な
ど
、
私
自
身
も
い
ろ
い
ろ
な

意
味
で
触
発
を
受
け
た
一
人
で

す
。
新
年
を
迎
え
あ
ら
た
な
決
意

で
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

農
業
委
員
会
だ
よ
り
編
集
委
員
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